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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B3
生活福祉資金貸付促進費 民生費 生活福祉資金貸付促進費

生活福祉資金貸付制度要綱 宣言項目   1

分野施策 020415 生活の安心支援 1-1,1-2,1-3

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金 諸 収 入

決定額 8,259,547 8,259,547 0 49,779,313

現計額 41,519,766 41,484,230 5,746 29,790

令和 3年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

社会福
祉費

社会福祉総務
費

事 業
期 間

昭和30年度～ 根 拠
法 令

SDGsｺﾞｰﾙ

SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

　　埼玉県社会福祉協議会では、低所得世帯、障害者世
　帯及び高齢者世帯を対象に低利な貸付けと相談支援を
　行う生活福祉資金貸付事業を実施している。
　　制度の円滑な運営を図るため、この事業に要する費
　用を助成する。

（１）生活福祉資金貸付促進費         
  　　　生活福祉資金債権管理　8,259,547千円

（１）事業内容

　　　生活福祉資金債権管理事務費補助　新型コロナウイルスの影響に伴う生活福祉資金の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特例貸付に係る債権を管理していくために必要な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　費用の助成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49,713,987千円

（２）事業計画
　　　埼玉県社会福祉協議会が生活福祉資金の特例貸付に係る債権を適正に管理していくための費用を助成する。
　　
　　
（３）事業効果
　　　生活福祉資金の特例貸付に係る債権を適正に管理することにより、制度の適切な運用が図られる。

（４）補正の理由
　　　生活福祉資金債権管理事務費補助
　　　　生活福祉資金の特例貸付に係る債権管理事務費について、国から追加財政措置されたことから必要な経費を
　　　　増額する。

　（１）（国10/10）

　　人件費：9,500千円×0.5人＝4,750千円

補正後の
予算額
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